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目的

環境保全に役立つ非木材繊維資源のケナフを栽培 ・育成し、その利用方法を探索する・

概要

本研究は、エ コマテ リアル としての非木材繊維資源に最 も適切である一年生植物ケナフ

(HibiscuscannabinusL.)の 栽培 とその利用 を 目的 に、1993年 より開始 した研 究 であ

る。従 来の成果は、すでに本年報1992、'94、'95、'96、'97お よび'9

8年 に報告 した。

昨年度 は、特 に従 来のケナフ栽培の成果の総決算 として、平塚市 と共同研究 を行ない・

休耕田にケナフを栽培 した。栽培 したケナフは、秋 に採集 し、二度に渡ってパルプ工場で

パルプにした。 このパルプは、第一回 目は、封筒 として平塚市が使用 し、第二回目は・名

刺、封筒、便箋紙 として市民に還元 した。この本年の平塚市 との一貫 した共 同作業は・産

官学プロジェク ト作業の0大 モ デル と して全 国 にア ピー ル し、各地のケナフ栽培 を進展 さ

せ、今 日に至 っている。途上、数多 くの講演会、シンポジウム、栽培の立ち会いと指導な

どでの啓蒙 と普及 をはか った。本年度 もこの共同研究 と共同作業は続いている・
一方
、栽培 したケナフを用いる環境保護 ・保全に対す る野外実習 と室内学習に際 し・各

小学校 ・公民館 ・作業所 におけるパルプ化 と紙す きの実施にあた り、従来の化学薬品を用

いるパルプ化 とその漂白では、危険があ り真の環境保全ではない(薬 品 を流す こ とか ら)

と感 じ、無薬 品漂 白 を試 みた。そ の結果、新 しい方法 として水 だけで蒸解 し・その前後処

理 や叩解 をうま く組み込 む方法 を確立 した。 この方法 は、 「ケナフパ ルプの作製方法」

(特許願 第320811号)と して出願 し、1999(平 成11)年7月30日 付 で審査合格

し、特 許第2960063号 と して認 可登録 された。 こ うした背景か ら各所での無薬品パルプ化

と漂白の指導 を行い、学生 と一環 となって啓蒙運動 を行 なった。

この ような成果を非木材紙普及協会の機関誌正LBAへ 掲 載 した。 また、第3回 ケナ フ栽

培 ・利 用研 究発 表 会(非 木材 紙普 及協 会 主催)み お いて"ケ ナ フは熱 帯雨 林 を救 え るの

か?(1)ケ ナフの光合 成代謝 系 の同定 と二酸化炭素CO,同 化 の特性 につ いて"と 題 した研

究発表 を行 ない 、地球温暖化防止賞 を授賞 した。

以下論文の要 旨と概要を記載する。
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特許関係

1

2

3

「ケ ナ フパ ル プ の作 製 方 法 」 、 特 許 番 号 第2960063号 、登 録 日、 平 成11年

(1999)7月30日

「ケ ナ フ及 びケ ナ フパ ル プ の漂 白 方 法 」 、 出願 中、 特 願 平ll-269780(提 出 日、

平 成11年9月24日)

「ケ ナ フパ ル プの 作 製 方 法 お よび ケ ナ フパ ル プ」 出願 中、 特 願2000-100670

(提 出 日、平 成12年4月3日)

研究成果

1.第3回 ケ ナ フ栽 培 ・利 用 研 究発 表 会(要 旨集)PP.25-31、1999年

(東 京 ・ワ0カ ーズ サ ポ ー トセ ン タ ー)、8月24日(火)

ケナフは熱帯雨林 を救えるのか?(1)

ケ ナフの光合成代 謝系 の同定 と二酸化炭素CO、 同化の特性 につ いて

神 奈川大学 総合理学研究所 ・日本ケナフ推進機構

釜野徳明 ・鈴木祥弘 ・君塚春奈 ・岩崎麻衣 ・赤井木綿子 ・山下文乃 ・村上悟

1.は じめ に

「熱帯雨林 を救いたい」 という願いは、今 や全世界の人々の夢 となっています。二酸化

炭素CO,の 濃度 の上 昇 が、地球 全体 の気 候 に影響 を与 え、その結果 として温暖化 につなが

り、様々な問題が発生 し、それが色々な形で私達にふ りかかって来ています。このCO,濃

度 の上昇 を抑 え、少 しで も気候変動 を回避するため、熱帯雨林 を救い、森林 を保護す る働

きは、地球 を守 り、私達 自身を救 うことにな ります。

それではい ったい私達に何がで きるで しょうか。図1を 見 て下 さい。大気 中のCO,の 上

昇 は、大 き く(1)化 石 燃料 の消 費 とセ メ ン ト生 産 、(2)海 洋 表層 か らのCO2の 放 出 、

(3)森 林伐採 な ど土 地利用 のマ イナスの変化、お よび(4)生 物 の呼吸 の4点 にま とめ る

こ とが で きます。 この中で、化石燃料の消費は人為的なことであ り、増加の傾向にあ りま

す・化学工場か らのCO、放 出、車 の排 気 ガ ス な ど、な ん としても減少 させなければな りま

せ ん。海洋については、表層へのCO,吸 収 が あ り、森 林 全体 で は、生 物 の呼吸 によって

CO,が 吸収 され てい ます。 その差 は僅 かであ り、 これ以上、森林の伐採 はできませ ん。一

方、土地の利用面 は、残念なが らCO,が 勝 ってい ます。 そ こで、 も し森林の保護 と保全 を

考慮 しながら、同時に、土地の利用を有効 にすることがで きれば、大気中のCO,の バ ラ ン

ス は、か な り改 善 され るはずです。そのような何 か良い植物があるで しょうか。

私達、神奈川大学では、その植物 こそアオイ科一年草ケナフH1伽 α∬cannabinasL.に 違

いない と信 じ、本演 題の研 究 を行 ない ました。今 回は、その成果の一部ですが、確かにケ

ナフの栽培は、大気 中のCO、増加 を抑 え、 間違 い な く熱帯 雨林や森林の役割 をささえる働

きをしている実験事実をつかむことがで きま した。最初 に自信 を持ってこの結論の一部 を

記 してお きます。

(以下省 略)
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